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号　外三重県公報
平成28年7月7日

幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基
準を定める条例施行規則の一部を改正する規則

規 則

三重県手話言語条例

( 市 町 行 財 政 課 )三重県議会議員及び三重県知事の選挙における選挙運動用自動車の使用
等の公営に関する条例の一部を改正する条例
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公布された条例のあらまし 

 

◎ 三重県議会議員及び三重県知事の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の一部

を改正する条例（条例第 47 号） 

1  公職選挙法施行令の一部改正に鑑み、選挙運動用自動車の使用並びに選挙運動用ポスター及びビラ

の作成に係る公費負担限度額に関する規定を整備することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定要件等に関する条例の一部を改正する条例（条例

第 48 号） 

1  就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律第三条第二項及び第四項

の規定に基づき内閣総理大臣、文部科学大臣及び厚生労働大臣が定める施設の設備及び運営に関する

基準の一部改正に鑑み、規定を整備することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県建築基準条例の一部を改正する条例（条例第 49 号） 

1  建築基準法施行令の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県手話言語条例（条例第 50 号） 

1  聴覚障がいの有無にかかわらず県民が相互に人格と個性を尊重し安全にかつ安心して暮らすことの

できる共生社会の実現を図るとともに、ろう者がその意欲と能力に応じて活躍することのできる社会

の実現に寄与するため、手話が言語であるとの認識に基づき、手話等に関する基本理念を定め、県の

責務並びに県民及び事業者の役割を明らかにするとともに、手話に関する施策の基本となる事項を定

め、手話に関する施策を総合的かつ計画的に推進することとしました。 

 2  この条例は、平成 29 年 4 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 

 

 

 

 

 
条 例 
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三 重 県 議 会 議 員 及 び 三 重 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使

用 等 の 公 営 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 
平 成 二 十 八 年 七 月 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 四 十 七 号 

三 重 県 議 会 議 員 及 び 三 重 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 等 の 公 営 に

関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 議 会 議 員 及 び 三 重 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 等 の 公 営 に 関

す る 条 例 （ 平 成 六 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 四 条 第 一 項 第 二 号 イ 中 「 一 万 五 千 三 百 円 」 を 「 一 万 五 千 八 百 円 」 に 改 め 、 同 号 ロ 中 「 七

千 三 百 五 十 円 」 を 「 七 千 五 百 六 十 円 」 に 改 め る 。 

第 五 条 中 「 三 十 万 千 八 百 七 十 五 円 」 を 「 三 十 一 万 五 百 円 」 に 改 め 、 同 条 第 一 号 中 「 五 百

十 円 四 十 八 銭 」 を 「 五 百 二 十 五 円 六 銭 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 二 十 五 万 五 千 二 百 四 十 円 」

を 「 二 十 六 万 二 千 五 百 三 十 円 」 に 、 「 二 十 六 円 七 十 三 銭 」 を 「 二 十 七 円 五 十 銭 」 に 改 め る 。 

第 六 条 第 一 号 中 「 七 円 三 〇 銭 」 を 「 七 円 五 十 一 銭 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 三 十 六 万 五

千 円 」 を 「 三 十 七 万 五 千 五 百 円 」 に 、 「 四 円 八 十 八 銭 」 を 「 五 円 二 銭 」 に 改 め る 。 

附 則 

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

２ こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 議 会 議 員 及 び 三 重 県 知 事 の 選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自

動 車 の 使 用 等 の 公 営 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 そ の 期 日 を 告 示 さ

れ る 選 挙 に つ い て 適 用 し 、 同 日 の 前 日 ま で に そ の 期 日 を 告 示 さ れ た 選 挙 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。 
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幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 以 外 の 認 定 こ ど も 園 の 認 定 要 件 等 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 
平 成 二 十 八 年 七 月 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 四 十 八 号 

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 以 外 の 認 定 こ ど も 園 の 認 定 要 件 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 

 

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 以 外 の 認 定 こ ど も 園 の 認 定 要 件 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三

重 県 条 例 第 六 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

附 則 第 一 項 に 見 出 し と し て 「 （ 施 行 期 日 ） 」 を 付 す る 。 

附 則 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め 、 同 項 の 前 に 見 出 し と し て 「 （ 職 員 資 格 に 関 す る 特 例 ） 」 

を 付 す る 。 

２ 第 三 条 第 二 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 規 定 中 同 表

の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。 

第 三 条 第 二

号 イ 

以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 以 下 同 じ 

第 三 条 第 二

号 ロ 

及 び 保 育 士 の 資 格 を 併 有 す る 又 は 保 育 士 の 資 格 の い ず れ か を 有 す る

第 三 条 第 二

号 ハ 

ロ の 規 定 に か か わ ら ず 附 則 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適

用 す る ロ の 規 定 に か か わ ら ず 、 学 級 担

任 は 、 幼 稚 園 の 教 員 免 許 状 を 有 す る 者

で な け れ ば な ら な い 。 た だ し 

及 び 保 育 士 の 資 格 を 併 有 す る を 有 す る 

第 三 条 第 二

号 ニ 

ロ の 規 定 に か か わ ら ず 附 則 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適

用 す る ロ の 規 定 に か か わ ら ず 、 満 三 歳

以 上 の 子 ど も の う ち 教 育 及 び 保 育 時 間

相 当 利 用 児 の 保 育 に 従 事 す る 者 は 、 保

育 士 の 資 格 を 有 す る 者 で な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 

満 三 歳 以 上 の 子 ど も の う ち 当 該 

幼 稚 園 の 教 員 免 許 状 及 び 保 育 士 の

資 格 を 併 有 す る 

保 育 士 の 資 格 を 有 す る 

附 則 に 次 の 五 項 を 加 え る 。 

３ 園 児 の 登 園 又 は 降 園 の 時 間 帯 そ の 他 の 園 児 が 少 数 で あ る 時 間 帯 に お い て 、 第 三 条 第 一

号 イ 本 文 の 規 定 に よ り 認 定 こ ど も 園 に 置 か な け れ ば な ら な い 職 員 の 数 が 一 人 と な る 場

合 に は 、 当 分 の 間 、 同 条 第 二 号 イ 並 び に 前 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 号 ロ 及

び ニ の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 条 第 一 号 イ の 規 定 に よ り 認 定 こ ど も 園 に 置 く も の と さ れ る

職 員 の う ち 一 人 は 、 知 事 が 幼 稚 園 の 教 員 免 許 状 又 は 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者 と 同 等 の 知
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識 及 び 経 験 を 有 す る と 認 め る 者 に す る こ と が で き る 。 
４ 第 三 条 第 二 号 イ 及 び 附 則 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 号 ニ （ た だ し 書 の

規 定 を 適 用 す る 場 合 を 除 く 。 ） の 規 定 に よ り 置 か な け れ ば な ら な い 保 育 士 の 資 格 を 有 す

る 者 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 幼 稚 園 の 教 員 免 許 状 又 は 小 学 校 教 諭 若 し く は 養 護 教 諭 の 普

通 免 許 状 （ 教 育 職 員 免 許 法 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 普 通 免 許 状 を い う 。 次 項 及 び 附 則 第

七 項 に お い て 同 じ 。 ） を 有 す る 者 （ 現 に 当 該 施 設 に お い て 主 幹 養 護 教 諭 及 び 養 護 教 諭 と

し て 従 事 し て い る 者 を 除 く 。 次 項 及 び 附 則 第 七 項 に お い て 同 じ 。 ） を も っ て 代 え る こ と

が で き る 。 

５ 附 則 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 三 条 第 二 号 ロ の 規 定 に よ り 置 か な け れ

ば な ら な い 幼 稚 園 の 教 員 免 許 状 又 は 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 小

学 校 教 諭 又 は 養 護 教 諭 の 普 通 免 許 状 を 有 す る 者 を も っ て 代 え る こ と が で き る 。 こ の 場 合

に お い て 、 当 該 者 は 補 助 者 と し て 従 事 す る 場 合 を 除 き 、 教 育 課 程 に 基 づ く 教 育 に 従 事 し

て は な ら な い 。 

６ 一 日 に つ き 八 時 間 を 超 え て 開 所 す る 認 定 こ ど も 園 に お い て 、 開 所 時 間 を 通 じ て 必 要 と

な る 職 員 の 総 数 が 、 利 用 定 員 に 応 じ て 置 か な け れ ば な ら な い 職 員 の 数 を 超 え る 場 合 に お

け る 第 三 条 第 二 号 イ 並 び に 附 則 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 号 ロ 及 び ニ

の 規 定 に よ り 置 か な け れ ば な ら な い 幼 稚 園 の 教 員 免 許 状 又 は 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者

に つ い て は 、 当 分 の 間 、 開 所 時 間 を 通 じ て 必 要 と な る 職 員 の 総 数 か ら 、 利 用 定 員 に 応 じ

て 置 か な け れ ば な ら な い 職 員 の 数 を 差 し 引 い て 得 た 数 の 範 囲 で 、 知 事 が 幼 稚 園 の 教 員 免

許 状 又 は 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者 と 同 等 の 知 識 及 び 経 験 を 有 す る と 認 め る 者 を も っ て

代 え る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 者 は 補 助 者 と し て 従 事 す る 場 合 を 除 き 、

教 育 課 程 に 基 づ く 教 育 に 従 事 し て は な ら な い 。 

７ 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 規 定 に よ り 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 者 に つ い て 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る

者 を も っ て 代 え る 場 合 に お い て は 、 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 者 の 総 数 は 、 第 三 条 第 一 号 イ の

規 定 に よ り 認 定 こ ど も 園 に 置 く も の と さ れ る 職 員 の 数 の 三 分 の 一 を 超 え て は な ら な い 。 

附 則 第 四 項 第 三 条 第 二 号 イ 及 び 附 則 第 二 項 の

規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同

号 ニ （ た だ し 書 の 規 定 を 適 用 す る 場

合 を 除 く 。 ） の 規 定 に よ り 置 か な け

れ ば な ら な い 保 育 士 の 資 格 を 有 す

る 者 

幼 稚 園 の 教 員 免 許 状 又 は 小 学 校 教 諭 若

し く は 養 護 教 諭 の 普 通 免 許 状 を 有 す る

者 

附 則 第 五 項 附 則 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え

て 適 用 す る 第 三 条 第 二 号 ロ の 規 定

に よ り 置 か な け れ ば な ら な い 幼 稚

園 の 教 員 免 許 状 又 は 保 育 士 の 資 格

を 有 す る 者 

小 学 校 教 諭 又 は 養 護 教 諭 の 普 通 免 許 状

を 有 す る 者 

附 則 第 六 項 第 三 条 第 二 号 イ 並 び に 附 則 第 二 項

の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る

同 号 ロ 及 び ニ の 規 定 に よ り 置 か な

け れ ば な ら な い 幼 稚 園 の 教 員 免 許
知 事 が 幼 稚 園 の 教 員 免 許 状 又 は 保 育 士

の 資 格 を 有 す る 者 と 同 等 の 知 識 及 び 経

験 を 有 す る と 認 め る 者 
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 状 又 は 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者  

附 則 
こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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三 重 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 八 年 七 月 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 四 十 九 号 

   三 重 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
 三 重 県 建 築 基 準 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 三 重 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。  

 第 十 七 条 の 二 第 一 項 中 「 第 百 二 十 九 条 の 二 第 二 項 」 を 「 第 百 二 十 九 条 第 二 項 」 に 改 め 、

同 条 第 二 項 中 「 で 、 当 該 劇 場 等 が 令 第 百 二 十 九 条 の 二 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 全 館 避 難 安 全

性 能 を 有 す る も の で あ る こ と に つ い て 、 同 条 第 一 項 の 全 館 避 難 安 全 検 証 法 に よ り 確 か め ら

れ た も の 又 は 国 土 交 通 大 臣 の 認 定 を 受 け た も の 」 を 「 の う ち 、 令 第 百 二 十 九 条 の 二 第 一 項

に 規 定 す る 全 館 避 難 安 全 性 能 確 認 建 築 物 」 に 改 め る 。 
   附 則 

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 手 話 言 語 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 八 年 七 月 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 五 十 号 

   三 重 県 手 話 言 語 条 例 

目 次 

 前 文 

 第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ― 第 六 条 ） 

 第 二 章 手 話 を 使 用 し や す い 環 境 の 整 備 に 関 す る 計 画 （ 第 七 条 ） 

 第 三 章 基 本 的 施 策 （ 第 八 条 ― 第 十 三 条 ） 

 第 四 章 雑 則 （ 第 十 四 条 ） 

 附 則 

 手 話 は 、 物 の 名 称 や 抽 象 的 な 概 念 等 を 手 や 指 の 動 き 、 表 情 等 を 使 用 し て 視 覚 的 に 表 現 す

る も の で あ り 、 ろ う 者 が 情 報 を 取 得 し 、 そ の 意 思 を 表 示 し 、 及 び 他 人 と の 意 思 疎 通 を 図 る

た め に 必 要 な 言 語 と し て 使 用 さ れ て い る 。 

 我 が 国 の 手 話 は 、 明 治 時 代 に 始 ま り 、 ろ う 者 の 間 で 大 切 に 受 け 継 が れ 、 発 展 し て き た 。 

し か し な が ら 、 発 音 訓 練 を 中 心 と す る 口 話 法 の 導 入 に よ り 、 聾
ろ う

学 校 に お け る 手 話 の 使 用 が 

事 実 上 禁 止 さ れ る に 至 り 、 手 話 の 使 用 が 制 約 さ れ た 時 代 も あ っ た 。 

 三 重 県 立 聾
ろ う

学 校 に お い て は 、 昭 和 五 十 五 年 に 、 全 国 に 先 駆 け て 中 学 部 及 び 高 等 部 の 生 徒 

に 対 す る 行 事 等 で の 説 明 の 手 段 と し て 手 話 を 取 り 入 れ る な ど 、 教 育 活 動 に お い て 手 話 を 活 

用 し た 指 導 及 び 支 援 を 行 っ て い る 。 

 三 重 県 に お い て 、 こ の よ う な 先 駆 的 な 取 組 が 行 わ れ て い る も の の 、 手 話 に 対 す る 県 民 の

理 解 が 十 分 に 深 ま っ て い る と は 言 い 難 い 。 ま た 、 手 話 通 訳 を 行 う 人 材 も 十 分 確 保 さ れ て い

な い 状 況 に あ り 、 特 に 手 話 通 訳 者 が 安 心 し て 働 く こ と が で き る よ う 、 手 話 通 訳 者 の 待 遇 の

改 善 等 を 図 る こ と が 求 め ら れ て い る 。 手 話 は ろ う 者 に と っ て の 声 と 言 う べ き も の で あ り 、

ろ う 者 が 将 来 に わ た っ て 手 話 に よ り 情 報 を 取 得 し 、 そ の 意 思 を 表 示 し 、 及 び 他 人 と の 意 思

疎 通 を 図 っ て い く た め に は 、 手 話 に 対 す る 理 解 を 深 め る と と も に 、 手 話 通 訳 を 行 う 人 材 を

育 成 す る こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 台 風 等 の 風 水 害 や 大 規 模 な 地 震 災 害 が し ば し ば 発 生 し

て い る 三 重 県 に お い て は 、 災 害 の 発 生 時 に お い て 、 ろ う 者 が 手 話 に よ り 安 全 を 確 保 す る た

め 必 要 な 情 報 を 十 分 に 取 得 す る こ と が で き る よ う に す る こ と も 重 要 な 課 題 で あ る 。 

 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み 、 手 話 に 関 す る 施 策 を 一 層 推 進 し 、 聴 覚 障 が い の 有 無 に か か わ ら

ず 県 民 が 相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 安 全 に か つ 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 共 生 社 会 の 実

現 を 図 る こ と や 、 ろ う 者 が そ の 意 欲 と 能 力 に 応 じ て 活 躍 す る こ と の で き る 社 会 の 実 現 に 寄

与 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。 ま た 、 手 話 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る こ と は 、 手 話 以 外 の 意

思 疎 通 の 手 段 を 充 実 さ せ る こ と に 寄 与 し 、 も っ て 全 て の 障 が い 者 の 情 報 の 保 障 を 図 る 契 機

に な る こ と も 期 待 さ れ る 。 

 こ こ に 、 手 話 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め 、 手 話 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計

画 的 に 推 進 す る た め 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。 

   第 一 章 総 則 
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 （ 目 的 ） 
第 一 条 こ の 条 例 は 、 手 話 が 言 語 で あ る と の 認 識 に 基 づ き 、 手 話 等 に 関 す る 基 本 理 念 を 定

め 、 県 の 責 務 並 び に 県 民 及 び 事 業 者 の 役 割 を 明 ら か に す る と と も に 、 手 話 に 関 す る 施 策

の 基 本 と な る 事 項 を 定 め 、 手 話 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る こ と に よ り 、

聴 覚 障 が い の 有 無 に か か わ ら ず 県 民 が 相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 安 全 に か つ 安 心 し て 暮

ら す こ と の で き る 共 生 社 会 の 実 現 を 図 る と と も に 、 ろ う 者 が そ の 意 欲 と 能 力 に 応 じ て 活

躍 す る こ と の で き る 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 （ 基 本 理 念 ） 

第 二 条 前 条 に 規 定 す る 共 生 社 会 の 実 現 は 、 手 話 が 、 独 自 の 言 語 体 系 を 有 す る 文 化 的 所 産

で あ っ て 、 ろ う 者 が 知 的 で 心 豊 か な 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む た め に 大 切 に 受 け 継 い

で き た も の で あ り 、 ろ う 者 が 情 報 を 取 得 し 、 そ の 意 思 を 表 示 し 、 及 び 他 人 と の 意 思 疎 通

を 図 る 手 段 と し て 必 要 な 言 語 で あ る と い う 基 本 的 認 識 の 下 に 図 ら れ る も の と す る 。 

 （ 県 の 責 務 ） 

第 三 条 県 は 、 前 条 の 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 手 話 を 使 用 し

や す い 環 境 の 整 備 を 推 進 し 、 手 話 を 使 用 す る 上 で 障 壁 と な る よ う な も の の 除 去 に つ い て

必 要 か つ 合 理 的 な 配 慮 を 行 う も の と す る 。 

２ 県 は 、 ろ う 者 で あ る 観 光 旅 客 、 滞 在 者 及 び 来 訪 者 が 安 心 し て 観 光 地 等 を 訪 れ る こ と が

で き る よ う 、 観 光 地 等 に お い て 手 話 を 使 用 し や す い 環 境 の 整 備 に 努 め る も の と す る 。 

３ 県 は 、 ろ う 者 及 び 手 話 通 訳 者 そ の 他 手 話 を 使 用 す る こ と が で き る 者 （ 以 下 「 手 話 通 訳

者 等 」 と い う 。 ） の 協 力 を 得 て 、 教 育 活 動 、 広 報 活 動 そ の 他 の 活 動 を 通 じ て 、 基 本 理 念

に 対 す る 県 民 の 理 解 を 深 め る も の と す る 。 

 （ 市 町 及 び 関 係 機 関 と の 連 携 及 び 協 力 ） 

第 四 条 県 は 、 手 話 を 使 用 し や す い 環 境 の 整 備 及 び 基 本 理 念 に 対 す る 県 民 の 理 解 の 促 進 に

当 た っ て は 、 市 町 及 び 関 係 機 関 と 連 携 し 、 及 び 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 県 民 の 役 割 ） 

第 五 条 県 民 は 、 基 本 理 念 を 理 解 す る よ う 努 め る も の と す る 。 

２ ろ う 者 及 び 手 話 通 訳 者 等 は 、 県 の 施 策 に 協 力 し 、 基 本 理 念 に 対 す る 県 民 の 理 解 の 促 進

及 び 手 話 の 普 及 に 努 め る も の と す る 。 

 （ 事 業 者 の 役 割 ） 

第 六 条 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 ろ う 者 に 対 し サ ー ビ ス を 提 供 す る と き 又 は ろ う

者 を 雇 用 す る と き は 、 手 話 の 使 用 に 関 し て 合 理 的 な 配 慮 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。 

   第 二 章 手 話 を 使 用 し や す い 環 境 の 整 備 に 関 す る 計 画 

第 七 条 県 は 、 障 害 者 基 本 法 （ 昭 和 四 十 五 年 法 律 第 八 十 四 号 ） 第 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ

る 障 害 者 計 画 に お い て 、 手 話 を 使 用 し や す い 環 境 を 整 備 す る た め に 必 要 な 施 策 に つ い て

定 め 、 こ れ を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る も の と す る 。 

２ 知 事 は 、 前 項 に 規 定 す る 施 策 に つ い て 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 三 重 県 障

害 者 施 策 推 進 協 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 

３ 前 項 の 規 定 は 、 第 一 項 に 規 定 す る 施 策 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。 

   第 三 章 基 本 的 施 策 

 （ 情 報 の 取 得 等 に お け る バ リ ア フ リ ー 化 等 ） 
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第 八 条 県 は 、 ろ う 者 が 県 政 に 関 す る 情 報 を 円 滑 に 取 得 し 、 及 び 県 に 対 し て そ の 意 思 を 表

示 す る こ と が で き る よ う 、 情 報 通 信 技 術 の 進 展 そ の 他 社 会 の 諸 情 勢 の 変 化 を 考 慮 し つ つ 、

手 話 に よ る 情 報 の 発 信 等 に 努 め る も の と す る 。 

２ 県 は 、 ろ う 者 が 日 常 生 活 に お い て 、 手 話 に よ り 情 報 を 取 得 し 、 そ の 意 思 を 表 示 し 、 及

び 他 人 と の 意 思 疎 通 を 図 る こ と が で き る よ う に す る た め 、 手 話 通 訳 者 等 の 派 遣 及 び ろ う

者 か ら の 相 談 に 応 じ る 拠 点 の 機 能 の 確 保 及 び 拡 充 等 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。 

３ 県 は 、 災 害 そ の 他 非 常 の 事 態 に お い て 、 ろ う 者 が 手 話 に よ り 安 全 を 確 保 す る た め 必 要

な 情 報 を 速 や か に 取 得 し 、 及 び 円 滑 に 他 人 と の 意 思 疎 通 を 図 る こ と が で き る よ う 、 市 町

そ の 他 の 関 係 機 関 と の 連 携 等 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 手 話 通 訳 を 行 う 人 材 の 育 成 等 ） 

第 九 条 県 は 、 手 話 通 訳 者 等 及 び そ の 指 導 者 の 育 成 に 努 め 、 市 町 そ の 他 手 話 通 訳 事 業 を 行

う 者 と 連 携 し て 、 ろ う 者 が 手 話 通 訳 者 等 の 派 遣 等 に よ る 意 思 疎 通 支 援 を 適 切 に 受 け る こ

と が で き る 体 制 の 整 備 及 び 拡 充 に 努 め る も の と す る 。 

 （ 手 話 の 普 及 等 ） 

第 十 条 県 は 、 市 町 そ の 他 の 関 係 機 関 、 ろ う 者 及 び 手 話 通 訳 者 等 と 協 力 し て 、 県 民 が 手 話

を 学 習 す る 機 会 の 確 保 等 に 努 め る も の と す る 。 

２ 県 は 、 そ の 職 員 が 基 本 理 念 を 理 解 し 、 手 話 を 学 習 す る 取 組 を 推 進 す る た め 、 手 話 に 関

す る 研 修 等 を 行 う も の と す る 。 

３ 県 は 、 手 話 に 関 す る 学 習 が 共 生 社 会 に つ い て の 理 解 の 増 進 に 資 す る こ と を 踏 ま え 、 幼

児 、 児 童 、 生 徒 及 び 学 生 が 手 話 を 学 習 す る 取 組 を 促 進 す る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ ろ う 児 等 の 手 話 の 学 習 等 ） 

第 十 一 条 県 は 、 聴 覚 障 が い の あ る 幼 児 、 児 童 又 は 生 徒 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 ろ う 児 」

と い う 。 ） が 手 話 を 獲 得 し 、 手 話 に よ り 各 教 科 等 を 学 習 し 、 及 び 手 話 を 学 習 す る こ と が

で き る よ う 、 ろ う 児 が 在 籍 す る 学 校 に お い て 幼 児 期 か ら 手 話 の 教 育 を 受 け る こ と が で き

る 環 境 を 整 備 し 、 当 該 学 校 の 教 職 員 の 手 話 に 関 す る 技 術 を 向 上 さ せ る た め に 必 要 な 措 置

を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

２ 県 は 、 ろ う 児 が 在 籍 す る 学 校 に お い て 、 ろ う 児 の 保 護 者 に 対 す る 手 話 に 関 す る 学 習 の

機 会 を 確 保 し 、 並 び に 手 話 に 関 す る 教 育 に 係 る 相 談 及 び 支 援 を 行 う よ う 努 め る も の と す

る 。 

３ 県 は 、 聴 覚 障 が い の あ る 乳 児 が 手 話 を 獲 得 す る た め の 機 会 を 確 保 し 、 及 び そ の 保 護 者

に 対 す る 手 話 に 関 す る 学 習 の 機 会 を 確 保 す る よ う 努 め る も の と す る 。 

４ 県 は 、 前 三 項 に 掲 げ る 施 策 を 推 進 す る た め 、 市 町 そ の 他 の 関 係 機 関 と 必 要 な 連 携 を 図

る も の と す る 。 

 （ 事 業 者 へ の 支 援 ） 

第 十 二 条 県 は 、 事 業 者 が ろ う 者 に 対 し サ ー ビ ス を 提 供 す る と き 又 は ろ う 者 を 雇 用 す る と

き に お い て 、 手 話 の 使 用 に 関 し て 合 理 的 な 配 慮 を 行 う た め の 取 組 に 対 し て 、 必 要 な 支 援

を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 手 話 に 関 す る 調 査 研 究 ） 

第 十 三 条 県 は 、 ろ う 者 及 び 手 話 通 訳 者 等 が 手 話 の 発 展 に 資 す る た め に 行 う 手 話 に 関 す る

調 査 研 究 の 推 進 及 び そ の 成 果 の 普 及 に 協 力 す る も の と す る 。 
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   第 四 章 雑 則 

 （ 財 政 上 の 措 置 ） 

第 十 四 条 県 は 、 手 話 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る た め 、 必 要 な 財 政 上 の 措 置 を 講 ず る よ う 努

め る も の と す る 。 

   附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 七 条 及 び 附 則 第 三 項 の

規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

 （ 検 討 ） 

２ こ の 条 例 の 規 定 に つ い て は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 状 況 を 勘 案 し 、 必 要 が あ る と 認 め ら れ

る と き は 検 討 が 加 え ら れ 、 そ の 結 果 に 基 づ い て 必 要 な 措 置 が 講 ぜ ら れ る も の と す る 。 

 （ 三 重 県 障 害 者 施 策 推 進 協 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ） 

３ 三 重 県 障 害 者 施 策 推 進 協 議 会 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 三 重 県 条 例 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。 

  第 八 条 を 第 十 条 と し 、 第 七 条 を 第 九 条 と し 、 同 条 の 前 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

  （ 部 会 ） 

 第 八 条 協 議 会 は 、 そ の 定 め る と こ ろ に よ り 、 部 会 を 置 く こ と が で き る 。 

 ２ 部 会 に 属 す る 委 員 及 び 専 門 委 員 は 、 会 長 が 指 名 す る 。 

 ３ 部 会 に 部 会 長 を 置 き 、 そ の 部 会 に 属 す る 委 員 及 び 専 門 委 員 の 互 選 に よ つ て 定 め る 。 

  第 六 条 を 第 七 条 と し 、 第 五 条 第 三 項 中 「 会 長 及 び 委 員 」 を 「 会 長 、 委 員 及 び 専 門 委 員 」

に 改 め 、 同 条 を 第 六 条 と し 、 第 四 条 を 第 五 条 と し 、 第 三 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

  （ 専 門 委 員 ） 

 第 四 条 協 議 会 に 、 専 門 の 事 項 を 調 査 審 議 さ せ る た め 必 要 が あ る と き は 、 専 門 委 員 を 置

く こ と が で き る 。 

 ２ 専 門 委 員 は 、 学 識 経 験 の あ る 者 、 障 害 者 、 障 害 者 の 福 祉 に 関 す る 事 業 に 従 事 す る 者

そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 者 の う ち か ら 知 事 が 任 命 す る 。 

 ３ 専 門 委 員 は 、 当 該 専 門 の 事 項 に 関 す る 調 査 審 議 が 終 了 し た と き に 解 任 さ れ た も の と

み な す 。 
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規 則 

 

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正

す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 八 年 七 月 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬   

三 重 県 規 則 第 六 十 三 号 

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を

改 正 す る 規 則 

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 六

年 三 重 県 規 則 第 七 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 三 条 の 表 備 考 第 一 号 中 「 。 以 下 こ の 号 」 の 下 に 「 及 び 附 則 第 九 項 」 を 加 え る 。 

第 九 条 第 二 号 の 表 二 階 の 項 及 び 三 階 の 項 中 「 同 条 第 三 項 第 二 号 、 第 三 号 及 び 第 九 号 」 を 「 同 条 第 三 項 第 三 号 、

第 四 号 及 び 第 十 号 」 に 改 め 、 同 表 四 階 以 上 の 項 中 「 外 気 に 向 か っ て 開 く こ と の 出 来 る 窓 若 し く は 排 煙 設 備 （ 同 条

第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 国 土 交 通 大 臣 が 定 め た 構 造 方 法 を 用 い る も の そ の 他 有 効 に 排 煙 す る こ と が で き る と 認 め

ら れ る も の に 限 る 。 ） を 有 す る 付 室 」 を 「 付 室 （ 階 段 室 が 同 条 第 三 項 第 二 号 に 規 定 す る 構 造 を 有 す る 場 合 を 除 き 、

同 号 に 規 定 す る 構 造 を 有 す る も の に 限 る 。 ） 」 に 、 「 同 条 第 三 項 第 二 号 、 第 三 号 及 び 第 九 号 」 を 「 同 条 第 三 項 第

三 号 、 第 四 号 及 び 第 十 号 」 に 改 め る 。 

附 則 に 次 の 四 項 を 加 え る 。 

（ 職 員 の 数 に 係 る 特 例 ） 

８ 園 児 の 登 園 又 は 降 園 の 時 間 帯 そ の 他 の 園 児 が 少 数 で あ る 時 間 帯 に お い て 、 第 三 条 本 文 の 規 定 に よ り 必 要 と な

る 園 児 の 教 育 及 び 保 育 に 直 接 従 事 す る 職 員 （ 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） の 数 が 一 人 と な る 場 合 に は 、 当 分 の 間 、

同 条 の 規 定 に よ り 置 か な け れ ば な ら な い 職 員 の う ち 一 人 は 、 同 条 の 表 備 考 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 知 事 が

保 育 教 諭 と 同 等 の 知 識 及 び 経 験 を 有 す る と 認 め る 者 と す る こ と が で き る 。 

９ 第 三 条 の 表 備 考 第 一 号 に 定 め る 者 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 小 学 校 教 諭 又 は 養 護 教 諭 の 普 通 免 許 状 を 有 す る 者

（ 現 に 当 該 施 設 に お い て 主 幹 養 護 教 諭 及 び 養 護 教 諭 と し て 従 事 し て い る 者 を 除 く 。 以 下 「 小 学 校 教 諭 等 免 許 状

所 持 者 」 と い う 。 ） を も っ て 代 え る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 小 学 校 教 諭 等 免 許 状 所 持 者 は 補 助

者 と し て 従 事 す る 場 合 を 除 き 、 教 育 課 程 に 基 づ く 教 育 に 従 事 し て は な ら な い 。 

1
0  一 日 に つ き 八 時 間 を 超 え て 開 所 す る 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お い て 、 開 所 時 間 を 通 じ て 必 要 と な る 職 員 の

総 数 が 、 利 用 定 員 に 応 じ て 置 か な け れ ば な ら な い 職 員 の 数 を 超 え る 場 合 に お け る 第 三 条 の 表 備 考 第 一 号 に 定 め

る 者 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 開 所 時 間 を 通 じ て 必 要 と な る 職 員 の 総 数 か ら 、 利 用 定 員 に 応 じ て 置 か な け れ ば な

ら な い 職 員 の 数 を 差 し 引 い て 得 た 数 の 範 囲 で 、 知 事 が 保 育 教 諭 と 同 等 の 知 識 及 び 経 験 を 有 す る と 認 め る 者 を も

っ て 代 え る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 者 は 補 助 者 と し て 従 事 す る 場 合 を 除 き 、 教 育 課 程 に 基 づ く

教 育 に 従 事 し て は な ら な い 。 

1
1  前 二 項 の 規 定 に よ り 第 三 条 の 表 備 考 第 一 号 に 定 め る 者 を 小 学 校 教 諭 等 免 許 状 所 持 者 又 は 知 事 が 保 育 教 諭 と

同 等 の 知 識 及 び 経 験 を 有 す る と 認 め る 者 を も っ て 代 え る 場 合 に お い て は 、 当 該 小 学 校 教 諭 等 免 許 状 所 持 者 並 び

に 知 事 が 保 育 教 諭 と 同 等 の 知 識 及 び 経 験 を 有 す る と 認 め る 者 の 総 数 は 、 同 条 の 規 定 に よ り 置 か な け れ ば な ら な

い 職 員 の 数 の 三 分 の 一 を 超 え て は な ら な い 。 

附 則 

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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